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小
野
町
総
合
防
災
訓
練
が
９

月
８
日
、
夏
井
第
一
小
学
校
周

辺
を
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
現

象
が
原
因
で
災
害
が
発
生
し
た

際
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
な
ど
、
自
助
・
共
助
・
公
助

を
基
本
と
し
た
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
自
助
】

　

水
消
火
器
に
よ
る
消
火
体

験
、
防
災
用
品
展
示
、
て
ん
ぷ

ら
油
燃
焼
実
験

【
共
助
】

　

土
砂
崩
れ
や
同
時
多
発
火
災
、

水
害
な
ど
地
域
の
消
防
団
や
消

防
協
力
隊
の
力
で
対
処
す
る
訓

練
、
自
主
防
災
会
に
よ
る
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
、
炊
き
出
し
訓
練

【
公
助
】

　

消
防
署
、
消
防
団
、
医
師
会

の
連
携
に
よ
る
救
出
救
護
訓
練

　

訓
練
当
日
は
、
予
定
し
て
い

た
福
島
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
訓
練
が
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
消
防
団
を
は
じ
め
と

す
る
災
害
対
応
の
関
係
機
関

や
、
夏
井
・
南
田
原
井
・
湯
沢

の
各
自
主
防
災
会
、
夏
井
第
一

小
学
校
の
児
童
・
保
護
者
・
教

師
の
皆
さ
ん
が
、
真
剣
に
取
り

組
ま
れ
、
地
域
の
防
災
力
向
上

が
図
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
訓
練
と
は
別
に
夏
井

第
一
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ

ん
は
、
消
防
署
の
指
導
に
よ
る

ロ
ー
プ
渡
り
や
、
日
本
赤
十
字

社
福
島
県
支
部
と
社
会
福
祉
協

議
会
の
協
力
で
炊
飯
袋（
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
）に
よ
る
炊
き
出
し

を
体
験
し
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
実
施
に
あ
た
り
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ

ん
や
、
団
体
の
皆
さ
ん
に
紙
上

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

「
自
助
」と
は
…

　

家
庭
で
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え

た
り
、
災
害
時
に
は
事
前
に
避
難

し
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
で
守
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

「
共
助
」と
は
…

　

地
域
で
要
援
護
者
の
避
難
に
協

力
し
た
り
、
地
域
の
方
々
と
消
火

活
動
を
し
た
り
、
周
り
の
人
た
ち

と
助
け
合
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

「
公
助
」と
は
…

　

役
所
や
消
防
・
警
察
に
よ
る
救

助
活
動
や
支
援
物
資
の
提
供
な

ど
、
公
的
支
援
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　

災
害
時
に
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
が
互
い
に
連
携
し
一

体
と
な
る
こ
と
で
、
被
害
を
最

小
限
に
で
き
る
と
と
も
に
、
早

期
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
り

ま
す
。

平
成
25
年
度
小
野
町
総
合

防
災
訓
練
を
実
施

地
域
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

小学生の消火器体験 　救急救護訓練土砂災害復旧訓練

同時多発火災防御訓練

ロープ渡り体験　
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種　　類
１　　位 ２　　位 ３　　位

氏名 所属 タイム 氏名 所属 タイム 氏名 所属 タイム
５ 年 女 子 8 0 0 m 走 多熊　瑠奈 新小５-１ ３’11”16 宗像　利果 新小５-２ ３’16”49 宗像　美紅 新小５-２ ３’26”89
５ 年 男 子 1 0 0 0 m 走 村田　真大 新小５-１ ４’01”92 長谷川健人 浮 金 小 ４’02”35 郡司遼太郎 夏井一小 ４’04”53
６ 年 女 子 8 0 0 m 走 柳沼　愛海 夏井一小 ２’54”59 清野　里那 夏井一小 ３’00”91 渡邊　彩 夏井一小 ３’03”94
６ 年 男 子 1 0 0 0 m 走 渡邊　多一 新小６-１ ３’36”80 佐藤　希 浮 金 小 ３’54”61 橋本　楓真 新小６-１ ３’58”33
５ 年 女 子 1 0 0 m 走 郡司　咲梨 飯 豊 小 15”01 小野　幸菜 新小５-３ 15”28 柳沼　凛 夏井一小 15”42
５ 年 男 子 1 0 0 m 走 宗像　優聖 飯 豊 小 16”29 秋山　悠希 新小５-１ 16”76 佐藤　悠斗 新小５-２ 17”26
６ 年 女 子 1 0 0 m 走 有賀　友梨 新小６-１ 15”64 松本　樹里 新小６-２ 15”84 吉田　真尋 新小６-１ 16”25

６ 年 男 子 1 0 0 m 走 吉田　一希 飯 豊 小 15”62 宍戸　健太
先﨑　琉太

新小６-１
新小６-１

15”77
15”77 ー ー ー

５年女子80mハードル走 後藤　光 新小５-１ 15”68 長久保真望 新小５-２ 17”86 長谷川杏樹 浮 金 小 18”34
５年男子80mハードル走 大楽　智哉 新小５-２ 16”57 松本　雅 新小５-１ 17”57 伊藤　仁 新小５-２ 17”92
６年女子80mハードル走 金賀　凛 新小６-２ 15”80 大楽　礼花 新小６-１ 15”88 横田　栞里 新小６-１ 16”01
６年男子80mハードル走 宗像　良晃 新小６-２ 14”24 生天目颯希 浮 金 小 15”24 村上　大介 新小６-２ 17”37
５年女子走り高跳び 矢内　未来 新小５-２ １m05cm 松本　彩音 夏井一小 １m00cm 大竹　楓 夏井一小 95cm
５年男子走り高跳び 中條　大軌 新小５-３ １m05cm 二瓶　祐輔 新小５-３ １m05cm 金賀　河玖 新小５-２ １m05cm
６年女子走り高跳び 清野　里那 夏井一小 １m05cm 多熊　理桜 新小６-２ １m05cm 松本　樹里 新小６-２ １m05cm

６年男子走り高跳び 先﨑　琉太
仲野谷海生

新小６-１
新小６-２

１m10cm
１m10cm ー ー ー 佐藤　希 浮 金 小 １m10cm

５年女子走り幅跳び 鈴木　星 新小５-３ ２m95cm 島本　実空 新小５-３ ２m94cm 鈴木ちとせ 新小５-２ ２m59cm
５年男子走り幅跳び 齊藤　盛 新小５-２ ３m15cm 西牧　良弥 新小５-１ ２m88cm 先﨑　大樹 新小５-３ ２m65cm
６年女子走り幅跳び 金賀　凛 新小６-２ ３m30cm 有賀　友梨 新小６-１ ３m20cm 横田　栞里 新小６-１ ３m10cm
６年男子走り幅跳び 宗像　良晃 新小６-２ ３m56cm 橋本　楓真 新小６-１ ３m09cm 渡邊　多一 新小６-１ ３m02cm
５年女子ソフトボール投げ 國分　美月 飯 豊 小 30m39cm 西牧千愛里 夏井一小 26m99cm 村上　瑠音 飯 豊 小 22m48cm
５年男子ソフトボール投げ 佐藤　臣省 夏井一小 39m10cm 佐藤　寛 新小５-１ 32m09cm 草野　翼 新小５-１ 31m85cm
６年女子ソフトボール投げ 渡邊　彩 夏井一小 40m96cm 石塚　琴美 飯 豊 小 38m84cm 坪井　愛佳 新小６-２ 30m13cm
６年男子ソフトボール投げ 吉田　一希 飯 豊 小 54m43cm 吉田　匡毅 飯 豊 小 49m13cm 村上　昂生 飯 豊 小 40m74cm
５年女子４×100mリレー 新小５-３Ａ １’05”07 夏 井 一 小 １’09”80 新小５-１Ａ １’10”10
５年男子４×100mリレー 新小５-２Ａ １’06”12 新小５-１Ａ １’08”12 新小５-３Ａ １’08”42
６年女子４×100mリレー 新小６-１Ａ １’04”72 新小６-２Ａ １’05”01 夏井一小Ｂ １’06”64
６年男子４×100mリレー 新小６-１Ａ １’03”46 新小６-２Ａ １’03”98 浮 金 小 Ａ １’04”80

　

第
36
回
小
野
町
小
学
校
陸
上

記
録
会
が
９
月
18
日
、
小
野
運

動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
夏
に
戻
っ
た
よ
う

な
天
候
で
、
気
温
も
上
昇
し
、

風
が
少
な
く
雲
も
な
い
絶
好
の

条
件
の
も
と
、
町
内
の
４
校
か

ら
５
年
生
・
６
年
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

第
36
回

　

児
童
は
、
新
記
録
を
目
指
し
、

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
、
一
生
懸
命
競
技
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

家
族
や
地
域
の
方
も
駆
け
付

け
、
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

　

陸
上
記
録
会
の
結
果
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

小
野
町
小
学
校
陸
上
記
録
会

４× 100mリレー

走り高跳び80mハードル走

新

新 ：大会新記録

土

同



4ONOMACHI　Oct_2013

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を
対
象
に

『
笑
顔
と
が
ん
ば
り
子
育
て
応
援
金
』
を
支
給
し
ま
す

支
給
額　

第
１
子
・
10
万
円　

第
２
子
・
15
万
円　

第
３
子
以
降
・
20
万
円

　

小
野
町
議
会
定
例
会
９
月
会

議
で
可
決
・
成
立
し
た
「
小
野

町
笑
顔
と
が
ん
ば
り
子
育
て
応

援
条
例
」
に
基
づ
き
、
今
年
４

月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
お
子

さ
ん
を
対
象
に
「
笑
顔
と
が
ん

ば
り
子
育
て
応
援
金
」
を
支
給

し
ま
す
。

　

子
育
て
応
援
金
は
、
町
の
子

育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

次
代
を
担
う
新
た
な
町
民
の
誕

生
を
町
を
挙
げ
て
祝
福
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
と
町
勢
の
発
展
を
目
的
に

支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

子
育
て
応
援
金
を
受
給
で
き

る
の
は
、
今
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

の
方
で
す
。
子
育
て
応
援
金
の

受
給
資
格
、
申
請
方
法
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。
該
当
さ
れ

る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
給
者
資
格

　

応
援
金
を
受
給
で
き
る
の

は
、
次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方
で
す
。
た
だ
し
、

②
の
居
住
要
件
の
期
間
が
１
年

に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
期

間
が
１
年
を
経
過
し
た
後
に
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に

　

出
生
し
、
小
野
町
の
住
民
基

　

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
お
子

　

さ
ん
を
養
育
す
る
父
も
し
く

　

は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ

　

っ
て
養
育
し
て
い
る
方
。

②
出
生
の
日
の
１
年
以
上
前
か

　

ら
引
き
続
き
小
野
町
の
住
民

　

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
か

　

つ
町
内
に
居
住（
実
際
に
住

　

ん
で
い
る
こ
と
）し
て
い
る
方
。

 

■
支
給
額

⑴
第
１
子　
　
　

10
万
円

⑵
第
２
子　
　
　

15
万
円

⑶
第
３
子
以
降　

20
万
円

※
出
生
順
位
は
、
出
生
児
が
記

　

載
さ
れ
た
同
一
戸
籍
内
の
子

　

の
出
生
順
位
に
よ
り
ま
す
。

 

■
受
給
申
請

①
応
援
金
を
受
給
す
る
た
め
に

　

は
、申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
出
生
児
の
本
籍
地
が
小
野
町

　

以
外
の
場
合
は
、
申
請
書
に

　

全
部
記
載
事
項
証
明
書（
戸

　

籍
謄
本
）の
添
付
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

③
居
住
要
件
の
期
間
が
１
年
に

　

満
た
な
い
方
は
、
そ
の
期
間

　

が
１
年
を
経
過
し
た
後
に
申

　

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
書
の
提
出

　

出
生
届
の
際
に
、
あ
わ
せ
て

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
何

ら
か
の
都
合
で
出
生
時
に
申
請

が
で
き
な
い
場
合
は
、
後
日
速

や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
申
請
書
の
提
出
先

　

健
康
福
祉
課

■
支
給
の
決
定

　

申
請
内
容
を
審
査
後
、
支
給

の
可
否
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

  

町
で
は
現
在
、
子
ど
も
の
良
質

な
生
育
環
境
を
整
備
し
、
子
ど

も
・
子
育
て
家
庭
を
地
域
全
体
で

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
期
間
と
し
た
計
画
を
定
め
る

予
定
で
す
が
、
本
年
度
、
計
画
策

定
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
町
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
実
施
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２-
６
９
３
４

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　

今
年
の
小
野
町
敬
老
会
は
９
月
16
日

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
18
号

の
影
響
を
考
慮
し
、
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
敬
老
会
へ
の
出
席
を

心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
多
く
の

敬
老
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
来
年
も
敬
老
の
日

に
敬
老
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
そ
れ
ま
で
、
お
仕
事
、
ご
趣
味
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
賀
寿
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
75
歳
到
達
者
賀
寿

　

吉
田
重
良
様
（
飯
豊
上
）

　

平
野
和
子
様
（
夏
井
）

 

ほ
か
１
３
６
人

◎
90
歳
到
達
者
賀
寿

　

田
村
東
一
様
（
谷
津
作
）

 

ほ
か
44
人

◎
内
閣
総
理
大
臣
百
歳
賀
寿

　

國
分
惣
一
様
（
本
町
）

　

舘
川
千
代
様
（
吉
野
辺
）

◎
戦
没
者
遺
族
会
賀
寿
・
90
歳

　

鈴
木
ミ
ツ
イ
様
（
反
町
）

◎
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
賀
寿

　
村
上
昭
様
・
ア
キ
子
様
ご
夫
婦（
谷
津
作
）

 

ほ
か
21
組
の
ご
夫
婦

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

敬
老
の
日

敬
老
の
日

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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第 25 回ふくしま駅伝小野町チーム結団式

　第25回ふくしま駅伝小野町チームの結団式が９月
24日、海洋センターアリーナで行われ、本番に向け
て士気を高めました。
　式では、ふくしま駅伝小野町チーム本部長の町長
から役員・選手に委嘱状を交付されました。町長は
「体調管理に気をつけてベストコンディションで大会
を迎えてください」と激励しました。

【役員】
役職名 氏名 職業・学生

監督 上遠野正明 会社員

ヘッドコーチ 中野　　浩 会社員

コーチ

舞木　富雄 自営業

草野　重男 会社員

高橋　潤一 公務員

鈴木　慶一 公務員

先﨑　理加 公務員

坂本　圭介 公務員

宗方　保之 公務員

吉田　正宏 会社員

齊藤　善隆 会社員

吉田　　勤 公務員

トレーナー
石井　一彦 会社員

伊藤　政美 会社員

マネージャー
武藤　　光 公務員

吉田　　葵 専門学生

【選手】
氏名 職業・学生

野中　　永 公務員

清野　昭雄 公務員

渡邊　和之 会社員

吉田　雅俊 公務員

草野　恵太 農　業

大澤靖一郎

大学生吉田　美咲

吉田　悟志

吉田　美咲

高校生先崎　　優

星　　龍晴

有村　雄飛

中学生

先﨑　洋樹

郡司　健吾

音部　広宣

佐藤　竜成

　また町旗を託された上遠野監督が小野町チーム代
表として決意表明し、力走を誓いました。
　役員および選手は次のとおりです。（敬称略）
　本大会は11月17日㊐午前７時40分スタート、白河
総合運動公園陸上競技場から福島県庁前までの16区
間95.1キロメートルで競われます。
　町民の皆さんの温かいご声援をお願いします。

氏名 職業・学生

上遠野澄枝

中学生

舘川　　夢

和泉　汐音

吉田　　葵

藤井　雄大

長谷川勇太

村上　卓哉

生天目莉空

藤井万希子

長谷川美咲

＊ふくしま駅伝に参加してみたい
　方は、お問い合わせください。
　問 町民体育館　☎ 72-2518

結団式の様子
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　毎年、福島県青少年育成県民会議（会長　佐藤雄平福島県知事）の主
催で少年の主張福島県大会が開催されています。
　これは中学生の皆さんが、学校や日常の生活の中で考え感じている
ことを作文にして広く一般の皆さんに発表するもので、今回で35回目
を迎えます。
　今回は福島県内から14,643人の応募があり、各市町村の青少年育成会
議から推薦のあった119人が作文審査に臨みました。

　作文審査の結果、県大会での発表者16人に浮金中学
校３年村上卓哉さんが選ばれ９月20日、下郷町下郷ふ
れあいセンターで｢第35回少年の主張福島県大会｣が
開催され、審査の結果｢優良賞｣を受賞しました。
　ここに発表された作文｢未来につなげるために｣を
掲載します（次ページ）。

第 35 回少年の主張福島県大会
浮金中学校３年　村上卓哉さんが発表

発表した 16 人の皆さん

発表する村上卓哉さん

　第７回市町村対抗福島県軟式野球
大会小野町チーム激励会が８月28日、
うろこや分店で行われました。
　町長から吉田公彦監督へ町旗が手
渡され、「ひとつでも多く勝ち進み、
小野町に元気を与えてください」と激
励の言葉がありました。
　また吉田監督が小野町チーム代表
として決意表明し全力でプレーする
ことを誓いました。
　出場選手は次のとおりです。
（敬称略）

第７回市町村対抗福島県軟式野球大会小野町チーム激励会

位置 氏名
（数字に○は背番号）

連盟登録
チーム名

監督兼選手 ㉚吉田　公彦 小野町クラブ

コーチ
㉙吉田　一夫 松月堂クラブ

㉘会田　　弥 松月堂クラブ

主　将 ⑩吉田　　淳 クラブOB

投　手

①宇佐美　弘 小野町クラブ

⑰佐藤　俊哉 松月堂クラブ

⑱草野　拓哉 小野町クラブ

㉒平山　明宏 小野町クラブ

位置 氏名
（数字に○は背番号）

連盟登録
チーム名

捕　手
⑫加藤　　翼 小野町クラブ

⑮先崎　　勝 小野町クラブ

内野手

⑤吉村　　潤 小野町クラブ

⑥馬目　秀人 松月堂クラブ

⑭吉田　豊光 松月堂クラブ

⑬先崎　慎也 小野町クラブ

⑲渡邊　裕之 小野町役場

⑳村上　　亮 第三野球部

位置 氏名
（数字に○は背番号）

連盟登録
チーム名

外野手

③渡邊　寛文 松月堂クラブ

④大和田　篤 小野町クラブ

⑤草野　政氏 ＪＡたむら

㉑遠藤　一幸 天成野球部

㉓鈴木　貴広 小野町クラブ

㉔吉田　勇一 小野町クラブ

㉕大竹　勇也 東北アンリツ

㉖吉田　考範 松月堂クラブ

小野町チームと関係者の皆さん
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浮
金
中
学
校
３
年　

村
上　

卓
哉

　

僕
の
通
う
浮
金
中
学
校
は
、
今

年
度
を
最
後
に
小
野
中
学
校
に
統

合
さ
れ
、
閉
校
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
閉
校
の
話

は
大
人
た
ち
の
間
で
話
し
合
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
た
ち

生
徒
は
、
こ
ん
な
に
早
く
閉
校
に

な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
の
母
校
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
う
考
え
る
と
寂
し
さ

も
あ
り
、
統
合
に
は
断
固
反
対
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

僕
の
学
校
は
全
校
生
徒
13
人
。

と
て
も
小
さ
な
学
校
で
す
。
で

も
、
先
輩
・
後
輩
の
隔
た
り
が

無
く
、
仲
が
い
い
の
が
自
慢
で

す
。
明
る
い
雰
囲
気
で
、
み
ん
な

の
心
が
温
か
い
。
居
心
地
の
い
い

場
所
。
そ
れ
が
浮
金
中
学
校
で

す
。
少
人
数
な
が
ら
も
、
み
ん
な

で
団
結
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
文
化
祭
・

体
育
祭
。
一
人
何
役
も
こ
な
し
な

が
ら
全
校
生
で
成
功
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
い
く
つ
も
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
こ
の
学
校
が
無
く
な
る
こ

と
が
未
だ
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

去
年
、
地
域
の
人
た
ち
が
話
し

合
い
、
統
合
が
決
断
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
人
た
ち
も
、
決
断
す

る
の
は
と
て
も
辛
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、そ
の
時
の
僕
は
、

皆
さ
ん
の
想
い
に
気
づ
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

僕
は
、
自
分
の
卒
業
と
同
時
に

閉
校
に
な
る
こ
と
を
聞
き
悔
し

か
っ
た
で
す
。
ど
う
し
て
大
人
た

ち
は
閉
校
に
反
対
し
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の

卒
業
し
た
中
学
校
が
無
く
な
る
の

は
平
気
な
の
か
？
僕
は
嫌
だ
。
僕

の
祖
父
、
父
は
浮
金
中
学
校
の
卒

業
生
な
の
に
…
二
人
は
、
自
分
の

母
校
が
無
く
な
る
こ
と
を
ど
う

思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
祖

父
は「
浮
金
中
が
無
く
な
る
の
は

残
念
だ
。
今
の
中
学
校
を
作
っ
た

と
き
、
自
分
は
Ρ
Τ
Α
会
長
で
、

音
楽
室
を
日
本
一
に
し
よ
う
と
が

ん
ば
っ
た
の
に
。」と
残
念
が
っ
て

い
ま
し
た
。
父
は「
学
校
が
無
く

な
る
の
は
寂
し
い
感
じ
が
し
た
け

れ
ど
、
こ
れ
か
ら
入
学
す
る
子
供

た
ち
の
未
来
が
開
け
て
良
か
っ

た
。」と
言
っ
た
の
で
す
。
僕
は
こ

の
言
葉
の
意
味
が
最
初
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
未
来
が
開

け
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
僕
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

今
年
の
４
月
。
い
よ
い
よ
最
後
の

一
年
。「
今
年
の
文
化
祭
は
最
後
の

文
化
祭
だ
。
が
ん
ば
ろ
う
。」と
考
え

て
い
た
僕
は
、
去
年
の
文
化
祭
準
備

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
毎
年
、
文
化

祭
の
準
備
は
人
手
が
足
り
ず
、
苦
労

し
て
い
ま
す
。
去
年
の
文
化
祭
も
、

全
校
生
が
一
人
何
役
も
こ
な
し
な

が
ら
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
自
分
は
今

年
で
卒
業
だ
け
れ
ど
、
も
し
人
数
の

少
な
い
ま
ま
学
校
が
存
続
し
て
い

た
ら
、
後
輩
達
は
ど
う
な
る
の
か
？

こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
数
は
減
っ
て
い

き
、
生
徒
一
人
一
人
の
役
割
は
増
え

て
い
く
。
こ
れ
で
は
、
勉
強
や
部
活

動
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
少
な
い
人
数
の
ま
ま
学
校
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
は
、
後
輩
に
大
き
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
な
学
校
に
統
合
す

れ
ば
、
選
択
の
幅
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
と
僕
は
気
づ
き
ま
し

た
。
現
在
、
浮
金
中
学
校
は
人
数

の
関
係
か
ら
、
部
活
動
は
卓
球
部

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
全
校
生
が
卓

球
部
員
で
す
。
し
か
し
、
統
合
さ

れ
る
こ
と
で
多
く
の
部
活
動
の
中

か
ら
自
分
に
合
っ
た
部
、
や
り
た

い
部
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
自
分
で
選
択
で
き

る
自
由
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
「
明
る
い
未
来
が
開
け
る
」と
は

こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
僕
は
父

の
言
葉
の
意
味
が
や
っ
と
解
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち

も
同
じ
思
い
だ
っ
た
の
で
す
。
自

分
の
思
い
優
先
で
母
校
を
残
す
の

で
は
な
く
、
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め

の
閉
校
と
い
う
選
択
だ
っ
た
の
で

す
。

  

今
、
僕
は
閉
校
と
い
う
事
実
を

受
け
止
め
て
、
最
後
の
一
年
間
を

心
に
残
る
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
生
徒
会
の
一
員
と
し

て
、
閉
校
に
向
け
て
何
か
で
き
な

い
か
模
索
中
で
す
。
今
の
自
分
は

何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

悲
し
い
気
持
ち
で
は
な
く
、
明
る

い
気
持
ち
で
学
校
の
最
後
を
見
届

け
よ
う
。
僕
は
、
伝
統
あ
る
浮
金

中
学
校
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
の

誇
り
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に

第
35
回
少
年
の
主
張
福
島
県
大
会

優良賞
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　福島県産業廃棄物不法投棄監視員として９月17日、役場会議
室で管野正さん（大八）に委嘱状が交付されました。
　産業廃棄物不法投棄監視員は町長の推薦で、福島県知事が委嘱
をするもので、町内の産業廃棄物の不法投棄に対する巡視、情
報の通報および不法投棄者に対しての指導勧告や啓発活動にご
尽力いただきます。

福島県産業廃棄物不法投棄監視員に管野正さん

　本年7月まで、福島県産業廃棄物不法投棄監視員として活躍された
長谷川講造さん（本町）には、13年の長きにわたり不法投棄の防止・
町の環境美化のために、ご尽力いただきました。
　長年のご功績に対し深く感謝申し上げます。

長年の功績に感謝

長谷川講造さん

管野正さん

　あぶくま高原自動車道路小野インターチェンジ周辺の環境整備が９
月１日、午前６時から行われました。
　これは、こまちみどり愛護会（阿部君江会長）の皆さんをはじめとし
たボランティアの方々により、小野インターチェンジを地域全体の玄
関口として維持管理を行い、笑顔になれる景観づくり、がんばりが生
きる景観づくりを次世代まで受け継ぐことを目的に年４回程度行われ
ているものです。

町の玄関口をきれいに
こまちみどり愛護会が小野ＩＣ周辺を整備

　今回は、６月に植栽したサルビアやマリーゴールドの花
壇のまわりなどの除草を行いました。10月には、来年春に
向けたチューリップ球根の植栽等を行う予定です。
　こまちみどり愛護会は平成15年に発足し、これまで毎年
小野インターチェンジ周辺の環境整備に取り組んできまし
た。この活動に役立ててほしいと、数年来にわたり小野町
ライオンズクラブ（國分喜正会長）・本町行政区・あぶくま
高原道路管理事業協同組合から、助成金が贈られ大切な活
動資金となっています。
　道路環境美化にご尽力いただいているこまちみどり愛護
会の皆さん、趣旨にご賛同いただき、ご協賛をいただいた
小野町ライオンズクラブ、本町行政区、あぶくま高原道路
管理事業協同組合の皆さんに厚くお礼申し上げます。

作業の様子

ライオンズクラブ國分会長（右）から
協賛金を受け取る阿部会長（左）
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　小野町スポーツ少年団本部主催の水中運動会が８月 17 日、海洋セン
タープールで開催されました。５団体 70 人の団員が参加し、水上に置か
れた発泡スチロールの上を走るなど水中ならではの競技を楽しみました。
プールサイドには応援の家族などが駆け付け、大きな声援を送っていま
した。
　結果は次のとおりです。

第 20 回
町民グラウンド・ゴルフ大会開催

　第20回町民グラウンド・ゴルフ大会が９月７日、小野運
動公園で開催されました。
　大会には32チーム総勢287人が参加し、多目的グラウン
ドと野球場に設けられた32ホールで熱戦が繰り広げられま
した。
　成績は次のとおりです。（敬称略）

【団体の部】
順位 行政区 スコア
優　勝 夏 井 A 246
準優勝 本 町 A 251
第３位 荒 町 A 252

【男子の部】
順位 氏名（行政区） スコア
優　勝 鈴木　一郎（中　通） 34
準優勝 伊藤　　勲（谷津作） 35
第３位 大久保巳木夫（夏　井） 36
第４位 矢吹今朝男（荒　町） 36
第５位 郡司　正広（谷津作） 37
第６位 根本　井吉（吉野辺） 37
第７位 郡司　光治（小野山神） 38
第８位 遠藤　英信（谷津作） 38
第９位 先崎　信夫（本　町） 38
第10位 先崎　誠治（夏　井） 38

【女子の部】
順位 氏名 スコア
優　勝 長久保重子（湯　沢） 35
準優勝 郡司　金子（小戸神） 36
第３位 村上　タネ（荒　町） 37
第４位 木村　アキ（夏　井） 37
第５位 郡司貴美子（吉野辺） 38
第６位 石戸マサエ（荒　町） 38
第７位 鈴木　静江（荒　町） 39
第８位 山名　和子（荒　町） 40
第９位 大内　良子（荒　町） 40
第10位 佐藤　栄子（荒　町） 40

団体の部優勝の夏井Ａチームの皆さん

大会の様子

　第66回福島県総合体育大会県民スポーツ
大会県中地域大会が８月25日、田村地方各
地を会場に開催されました。
　各地区から予選を勝ち抜いた強豪チーム
と対戦し、熱い戦いを繰り広げました。
　出場チームの結果は次のとおりです。

第 66 回福島県総合体育大会県民スポーツ大会県中地域大会開催

小野町スポーツ少年団水中運動会開催

■高学年の部
優　勝　小野剣道スポーツ少年団
準優勝　水泳スポーツ少年団Ｂ
第３位　水泳スポーツ少年団Ａ

●壮年ソフトボール競技（会場：田村市運動公園）
　浮金ソフトボールクラブ…第３位
●家庭バレーボール競技（会場：田村市総合体育館）
　小野新町…第３位
●バドミントン競技（会場：小野町町民体育館）
　小野町Ａ・Ｂチーム…予選敗退

■低学年の部
優　勝　水泳スポーツ少年団Ａ
準優勝　水泳スポーツ少年団Ｂ
第３位　小野剣道スポーツ少年団水中運動会の様子



　

今
年
度
１
回
目
の
バ
ッ
ジ
式
積

算
線
量
計
の
測
定
を
８
月
27
日
・

28
日
の
２
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

測
定
結
果
は
、【
表
１
】の
と
お

り
で
す
。

　

今
回
の
測
定
に
お
い
て
も
、
測

定
者
全
員
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

す
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
の
測
定
実
施
回

ご
と
の
年
間
被
ば
く
線
量
平
均
値

は【
図
１
】の
と
お
り
で
す
。
着
用

期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、
年
間

被
ば
く
線
量
の
平
均
値
も
減
少
傾

向
に
あ
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

次
回
の
測
定
は
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
バ
ッ
ジ
式
積
算
線
量

計
を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず
測
定

し
て
く
だ
さ
い
。

○
各
学
校
・
幼
児
施
設

■
回
収
日　
平
成
26
年
２
月
４
日
㊋

※
各
学
校
・
幼
児
施
設
で
回
収

し
、
後
日
結
果
と
と
も
に
返
却

し
ま
す
。

○
一
般（
乳
幼
児
・
高
校
生
）

■
測
定
日　
平
成
26
年
２
月
４
日
㊋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
日
㊌

■
時
間　

午
後
４
時
か
ら
午
後
６

　

時
30
分
ま
で

平成23年
10月

平成23年
12月

平成24年
3月

平成24年
6月

平成24年
9月

平成24年
12月 3月

平成25年平成25年
8月

平均値 0.845 0.875 0.87 0.89 0.852 0.848 0.78 0.794

0.7
0.72
0.74
0.76
0.78
0.8
0.82
0.84
0.86
0.88
0.9
0.92
0.94
0.96

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

８ ０ ― ―

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

８
19 水道水
８ 井戸水、引き水
２ 一般食品など

※食品以外の検体については、結果に含まれて
　いません。

ゲルマニウム半導体放射能測定器
による測定結果

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

８ ０ ― ―

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

８ ７ 枝豆、トマト、ピーマン、
バレイショ、ドジョウ

簡易測定器による測定結果

　町で実施している簡易測定器およびゲルマニウム半
導体放射能測定器による検査結果をお知らせします。食品などの放射能測定結果

■
会
場　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

※
日
程
は
、
お
の
ま
ち
健
康
カ
レ

　

ン
ダ
ー
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

　

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

　

高
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
利
用

し
て
い
な
い
方
は
、
バ
ッ
ジ
積
算

線
量
計
を
健
康
福
祉
課
ま
で
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。　

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２

６
９
３
４

図１：年間被ばく線量平均値推移

※結果には日本人が年間に受けるとされる
　自然放射線量を含みます

区　分 計測数
年間被ばく線量(mSv)

最低値 最高値 平均値

小 学 生 327 0.31 1.05 0.79

中 学 生 68 0.57 1.03 0.79

幼児施設児童 121 0.47 1.02 0.77

一 般 乳 幼 児 26 0.57 1.97 0.89

高 校 生 ２ 0.56 0.79 0.73

※結果には日本人が年間に受けるとされる
　自然放射線量 0.67mSv を含みます

表１：平成 25 年８月測定結果

バ
ッ
ジ
式
積
算
線
量
計
の
測
定
を
実
施
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　おのタウンコムコムで10月14日、献
血を行います。
　当日は医師による問診・血圧測定・
簡易貧血検査を受けた後に献血とな
ります。献血を行っていただいた方
には、血液検査の結果が通知されま
すので、健康管理にも役立ちます。
　初めての方も大歓迎です。ぜひ献
血にご協力ください。
■日時　10月14日㊊㊗　　
　　　　正午から午後５時まで
■場所　おのタウンコムコム
■献血できる年齢
・400ml献血　
　男　17歳から69歳まで
　女　18歳から69歳まで
・200ml献血　
　男女とも　16歳から69歳まで

※65歳以上の方は、60歳から64歳ま
でに１回以上の献血経験のある方
になります。

※献血された方に小野町ライオンズ
クラブ様より卵パックが提供され
ます。

献血のご協力お願いします
―初めての方も大歓迎！―

公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

新任の医師を紹介します
　はじめまして。公立小野町地方綜合病
院に10月から勤務している魚

うおたに

谷英
ひでゆき

之で
す。生まれは東京ですが、昭和63年に富
山医科薬科大学を卒業後、そのまま第二
外科に入局し、途中20回の異動を経て平
成18年に講師となり、富山大学付属病院
に勤務していました。私の専門は、消化
器病、消化器外科ですので、お気軽にご
相談ください。
　この度、縁あってお世話になりますが、
新病院への移転というときに勤務できる
ことを大変うれしく思います。何ができ

るのか、何からなすべきか、そしてどう
すればできるようになるのかということ
を念頭に診療していきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

問公立小野町地方綜合病院総務課
☎ 72‒3181

　

病
院
建
設
用
地
で
10
月
４
日
、

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
建
設

工
事
起
工
式
（
安
全
祈
願
祭
）
が

藤
井
文
夫
企
業
長
な
ら
び
に
大
和

田
昭
理
事
長
（
小
野
町
長
）
を
は

じ
め
、
企
業
団
議
会
議
員
、
公
益

財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
理
事

長
、
地
元
住
民
な
ど
関
係
者
が
出

席
し
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
鍬
入
れ

を
し
た
あ
と
、
藤
井
企
業
長
は

「
新
病
院
建
設
事
業
推
進
に
あ
た

り
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
は

じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
開
院
予
定
の
新

病
院
は
、
鉄
骨
造
４
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
は
約
８
５
３
０
㎡
で
、

１
階
に
は
外
来
診
察
と
薬
局
、
放

射
線
、
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
救
急
な
ど
の
機
能
、
２
階
に

は
人
工
透
析
と
手
術
、
医
局
な
ど

の
機
能
、
３・
４
階
は
入
院
病
棟
を

配
置
し
ま
す
。
ま
た
敷
地
内
に
は

新
病
院
建
物
の
ほ
か
に
車
庫
や
浄

化
槽
、
医
療
ガ
ス
タ
ン
ク
な
ど
の

付
属
施
設
や
約
80
台
分
の
来
院
者

用
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
後
、
工
事
の
準
備
に
入
り
、

11
月
以
降
に
建
築
本
体
工
事
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中

は
、
大
型
車
両
の
通
行
な
ど
で
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
病
院
建
設
工
事
起
工
式（
安
全
祈
願
祭
）開
催

平
成
27
年
１
月
開
院
に
向
け
て
工
事
が
ス
タ
ー
ト

　魚谷英之医師
の診療日および
受付時間は当病
院までお問い合
せください。

関係者による鍬入れ



　

浄
化
槽
は
町
で
設
置
し
、
使

用
料
を
財
源
に
、
維
持
管
理
を

町
が
実
施
し
ま
す
。

（1）
対
象
浄
化
槽（
50
人
槽
ま
で

　

の
浄
化
槽
）

・
居
住
用
の
住
宅
に
接
続
す
る

　

合
併
処
理
浄
化
槽
で
あ
る
こ

　

と
。（
事
業
用
住
宅
は
除
く
）

・
店
舗
等
の
併
用
住
宅
の
場
合

　

は
、
居
住
部
分
が
全
体
の
２

　

分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
浄
化
槽
敷
地
の
問
題
な
ど

で
、
複
数
の
住
宅
が
共
同
で

設
置
す
る
場
合
。

（2）
工
事
実
施

・
家
庭
内
の
排
水
か
ら
浄
化
槽

　

ま
で
の
接
続
は
、使
用
者（
住

　

宅
所
有
者
）に
行
っ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
お
よ
び
20
メ
ー

　

ト
ル
ま
で
の
浄
化
槽
放
流
管

　

工
事
は
町
が
実
施
し
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
設
置
工
事
は
、

　

町
の
指
定
す
る「
指
定
工
事

　

店
」の
中
か
ら
選
定
で
き
ま

　

す
。

・
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
管
が
20

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
、

駐
車
場
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
の
理
由
に
よ
り
荷
重
化
工

事
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
分

の
施
工
経
費
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

（3）
経
費（
使
用
者
に
ご
負
担
い

　

た
だ
く
額
）

①
設
置
分
担
金

※
工
事
施
工
前
に
納
入
い
た
だ

　

き
ま
す
。

▽
10
人
槽
ま
で
＝
25
万
円

▽
11
人
槽
以
上
20
人
槽
以
下
＝

　
　

工
事
費
の
10
分
の
２
の
額

▽
21
人
槽
以
上
50
人
槽
以
下
＝

　
　

工
事
費
の
10
分
の
３
の
額

②
使
用
料（
月
額
）

▽
５
人
槽
＝
３
，４
６
５
円

▽
７
人
槽
＝
４
，７
２
５
円

▽
10
人
槽
＝
５
，０
４
０
円

▽
11
人
槽
以
上
＝

　
　

５
，０
４
０
円
に
10
人
槽

　
　

を
超
え
た
部
分
に
人
槽
当

　
　

た
り
５
２
５
円
を
乗
じ
た

　
　

額
を
加
算
し
た
額

※
月
ご
と
に
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※
浄
化
槽
の
管
理
、
清
掃
、
法

　

定
点
検
は
町
が
事
業
者
に
委

　

託
し
実
施
し
ま
す
。

③
管
理
経
費

　

浄
化
槽
を
設
置
・
運
転
す
る

　

上
で
の
電
気
料
、
清
掃
に
伴

　

う
水
道
料
は
利
用
者
個
人
に

　

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

④
奨
励
補
助
金

　

当
該
事
業
で
整
備
し
た
浄
化

　

槽
使
用
者
は
、
小
野
町
浄
化

　

槽
整
備
推
進
事
業
奨
励
補
助

　

金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
補
助

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
平
成
25
年
度
の
補
助
金
額

　

は
７
万
円
）

（4）
申
し
込
み
・
使
用
開
始
ま
で

　

の
流
れ

・
申
請
者
に
は
、
実
際
に
浄
化

　

槽
工
事
を
行
う「
浄
化
槽
工

　

事
指
定
店
」を
選
定
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

・
施
工
事
業
者
は
、
町
が
指
定

　

す
る「
浄
化
槽
設
置
指
定
工

　

事
店
」に
限
り
ま
す
。

■
小
野
町
浄
化
槽
設
置
指
定
工

事
店（
町
指
定
順
）（
平
成
25

年
10
月
１
日
現
在
）（
事
業
者

名
・
住
所
・
電
話
番
号
の
順
）

▽
株
式
会
社
大
和
田
工
務
店

　

小
野
新
町
字
中
通
１
３
０　

　

☎
７
２

３
２
４
３

▽
株
式
会
社
リ
フ
レ
ク
シ
ダ

　

小
野
新
町
字
中
通
１

　

☎
７
２

３
１
４
１

▽
有
限
会
社
遠
藤
商
店

　

小
野
新
町
字
宿
ノ
後
16

４

　

☎
７
２

２
３
１
６

▽
有
限
会
社
協
栄
産
業

　

谷
津
作
字
名
馬
56
番
地
１　

　

☎
７
２

２
５
１
２

▽
株
式
会
社
ム
ナ
カ
タ
総
業

　

夏
井
字
午
天
王
１

２

　

☎
７
２

２
３
２
６

▽
株
式
会
社
さ
い
と
う

　

夏
井
字
浮
内
33
番
地
１ 　

　

☎
７
２

２
８
４
０

・
設
置
に
関
す
る
諸
手
続
き
は

　
「
浄
化
槽
設
置
指
定
工
事
店
」

　

が
代
理
で
き
ま
す
。

・「
浄
化
槽
工
事
分
担
金
」を
納

　

入
い
た
だ
き
ま
す
。

・
排
水
設
備
工
事（
居
宅
か
ら

　

浄
化
槽
ま
で
の
配
管
設
備
な

　

ど
）は
、
申
請
者
に
お
い
て

　

浄
化
槽
本
体
工
事
完
了
前
ま

　

で
に
施
工
し
て
お
く
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
工
事
お
よ
び
排

　

水
設
備
工
事
の
竣
工
検
査
完

　

了
後
に
使
用
開
始
と
な
り
ま

　

す
。

住
宅
・
併
用
住
宅
の
浄
化
槽

（
市
町
村
設
置
型
）

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
の
お
知
ら
せ
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浄化槽設置工事イメージ

（5）
使
用
開
始
後
の
管
理

・
申
請
者（
利
用
者
）は「
浄
化

槽
使
用
料
」を
納
入
し
ま
す
。

・
町
が
浄
化
槽
の
管
理
を
行
い

　

ま
す
。

・
浄
化
槽
管
理
者（
町
）が
行
う

維
持
管
理
は
次
の
項
目
で

す
。

【
10
人
槽
以
下
の
例
】

ａ
．
法
令
に
基
づ
く
保
守
点
検

　
　

…
年
４
回（
浄
化
槽
法
第

　
　

８
条
）

ｂ
．
法
令
に
基
づ
く
清
掃（
汚

　
　

泥
抜
取
り
）…
年
１
回（
浄

　
　

化
槽
法
第
９
条
）

ｃ
．
法
令
に
基
づ
く
検
査
…
年

　
　

１
回（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

ｄ
．
使
用
者
に
責
任
の
な
い
修

　
　

繕（
故
意
も
し
く
は
過
失

　
　

に
よ
る
修
繕
は
使
用
者
の

　
　

負
担
と
な
り
ま
す
）

・
浄
化
槽
の
ブ
ロ
ア（
送
風
機
）

　

の
電
気
料
、
清
掃
に
伴
う
水

　

道
料
金
な
ど
は
使
用
者
の
負

　

担
と
な
り
ま
す
。

事
業
所
・
店
舗
な
ど
の
浄
化
槽

（
個
人
設
置
型
）

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

（1）
対
象
浄
化
槽

・
店
舗
等
併
用
住
宅
の
居
住
部

　

分
が
全
体
の
２
分
の
１
未
満

　

の
場
合
で
、
11
人
槽
以
上
の

　

浄
化
槽
。

・
事
業
所
、
店
舗
等
事
業
を
営

　

む
た
め
の
建
物
に
接
続
す
る

　

合
併
処
理
浄
化
槽（
事
業
用

　

住
宅
を
含
む
）。

・
50
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ

　

る
こ
と
。

（2）
工
事
実
施

・
工
事
施
工
に
関
し
て
は
、
す

　

べ
て
申
請
者
に
行
っ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
設
置
工
事
は
、

　

建
築
基
準
法
も
し
く
は
浄
化

　

槽
法
に
定
め
る
浄
化
槽
整
備

　

の
資
格
を
有
す
る
事
業
者
で

　

な
け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

（3）
設
置
補
助
金

・
小
野
町
合
併
処
理
浄
化
槽
設

　

置
整
備
事
業
補
助
金
交
付
要

　

綱
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業

　

完
了
後
、
予
算
の
範
囲
内
で

　

次
の
金
額
を
補
助
し
ま
す
。

▽
５
人
槽
＝
３
３
２
千
円

▽
７
人
槽
＝
４
１
４
千
円

▽
10
人
槽
＝
５
４
８
千
円

▽
11
人
槽
以
上
＝

　

別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
を
受
け
る
に
あ
た
っ

　

て
は
事
業
開
始
前
に
町
に
申

　

請
し
、
決
定
を
受
け
な
け
れ

　

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（4）
管
理
経
費

・
維
持
管
理
経
費
は
、
設
置
者

　

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
設
置
や
使
用
開
始
後
は
、
浄

　

化
槽
法
の
定
め
に
よ
る
管
理

　

点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を

　

設
置
者
の
責
任
に
お
い
て
行

　

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
浄
化
槽
法
の
規
定
に
基
づ
く

管
理
を
怠
っ
た
場
合
は
、
過

料
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
地
域
整
備
課

☎
７
２

６
９
３
６

枡 枡枡枡
合併処理浄化槽配管

個人施工

流入口
排水路

町施工

排出口

放流管
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くらしの情報
Information

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
・
事
故

の
防
止

　

ガ
ス
機
器
は
、
取
り
扱
い
を
誤

る
と
火
災
や
爆
発
な
ど
の
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
、
火
災
や
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
正
し
い
取
り
扱
い

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
中
は
絶
対

　

に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離
れ

　

る
と
き
は
短
時
間
で
も
必
ず
火

　

を
消
す
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
は
整
理
整

　

頓
を
心
が
け
、
燃
え
や
す
い
物

　

を
置
か
な
い
。

■
利
用
で
き
る
方

◎
寝
た
き
り
な
ど
に
よ
り
通
院
が

困
難
で
、
在
宅
で
の
歯
科
医
療

を
希
望
す
る
方

◎
病
気
や
け
が
の
治
療
、
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
に
よ
り
入
院
中
の
方

◎
介
護
施
設
な
ど
に
入
所
中
の
方

　

な
ど

■
治
療
費
に
つ
い
て

　

訪
問
歯
科
診
療
は
医
療
保
険
が

適
用
に
な
り
、
通
常
の
自
己
負
担

と
同
様
の
取
り
扱
い
で
す
。（
た

だ
し「
歯
科
訪
問
診
療
費
」な
ど
の

料
金
が
発
生
し
ま
す
）

問
福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

　
（
福
島
県
歯
科
医
師
会
内
）

☎
０
２
４

５
２
３

３
２
６
８

（
平
日
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・

売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使

わ
な
い
」

　

県
で
は
10
月
を「
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
」と
定
め
、
関
係
団

体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の
排

除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
軽
油
引
取

税（
県
税
）を
脱
税
す
る
目
的
で
、

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な

ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
が「
不

正
軽
油
」で
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱

法
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
や
エ

ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、
公
正
な
市

場
競
争
の
阻
害
、
さ
ら
に
は
暴
力

団
な
ど
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に

は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄

り
の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４

５
２
１

７
２
０
５

℻
０
２
４

５
２
１

７
９
０
５

電
子
メ
ー
ル

zeim
u@
pref.fukushim

a.lg.jp

問
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４

９
３
５

１
２
６
０

℻
０
２
４

９
３
５

１
２
３
９

電
子
メ
ー
ル

kenchu.kenzei@pref.fukushima.lg.jp

労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会

で
は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る

賃
金
や
勤
務
時
間
な
ど
の
労
働
条

件
、
解
雇
、
退
職
等
に
関
す
る
労

使
間
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
平

日
で
は
ご
相
談
が
困
難
な
労
働
者

や
使
用
者
の
た
め
に
次
の
日
程
で

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
出
張
相
談
会

○
い
わ
き
会
場

・
開
催
日　

10
月
26
日
㊏

・
会
場

　

い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

○
郡
山
会
場

・
開
催
日　

10
月
27
日
㊐

・
会
場

　

郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら

　

午
後
３
時
で
す
。

※
事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り

　

ま
す
。（
予
約
は
問
い
合
せ
先

　

へ
お
願
い
し
ま
す
）

■
不
完
全
燃
焼
に
よ
る

　

一
酸
化
炭
素
中
毒
の
防
止

・
煮
こ
ぼ
れ
な
ど
に
よ
る
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
の
目
詰
ま
り
な
ど
を

防
ぐ
た
め
、
定
期
的
に
清
掃
す

る
。

・
ガ
ス
機
器
を
長
時
間
使
用
す
る

　

と
き
は
、
換
気
を
行
う
。

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４

９
２
３

８
１
７
２

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

６
９
３
３

訪
問
歯
科
診
療
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す

福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携

室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

で
は
、
訪
問
歯
科
診
療
を
行
う
歯

科
医
院
の
紹
介
や
質
問
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
訪
問
歯
科
診
療
と
は

　

歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困
難
な

方
の
も
と
へ
歯
科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
が
う
か
が
い
、
治
療
や
口
腔

ケ
ア
を
行
う
も
の
で
す
。
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■
休
日
電
話
相
談
会

　

10
月
26
日
㊏
、
27
日
㊐

※
相
談
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

☎
０
２
４

５
２
１

７
５
９
４

※
労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
は
、

こ
れ
ら
以
外
の
期
間
に
つ
い
て

も
、
来
所
ま
た
は
電
話（
土
日

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）、
電

子
メ
ー
ル（
随
時
）で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

福
島
市
中
町
８
番
２
号（
福
島

　

県
自
治
会
館
４
階
）

☎
０
２
４

５
２
１

７
５
９
４

電
子
メ
ー
ル

roudousoudan@
pref.

fukushim
a.lg.jp

 

陸
上
自
衛
隊

 

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

 

の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
高
等
工

科
学
校
生
徒
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

　

高
等
工
科
学
校
生
徒
は
、
陸
上

自
衛
隊
の
専
門
技
術
者
を
育
成
す

問
自
衛
隊
郡
山
地
域
事
務
所

☎
０
２
４

９
３
２

１
４
２
４

学
生
の
皆
さ
ん
へ

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会
開
催

　

平
成
26
年
３
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
方
、
平
成
23
年
３
月
以

降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社

員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
な
ど

　

11
月
25
日
㊊

　

県
内
の
若
者
応
援
企
業
60
社
が

参
加
予
定

■
実
施
内
容

○
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
11
時
か
ら
午
前
11
時
40
分
ま
で

○
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

正
午
か
ら
12
時
50
分
ま
で

○
事
業
所
映
像
放
映

　
12
時
50
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

○
合
同
就
職
面
接
会

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク

ス
花
勝
見（
郡
山
市
中
町
10
‐
10
）

■
主
催

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福

島
・
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
福
島
県

■
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
一
週
間
前

　

に
、
福
島
労
働
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　

ト
上
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

　

事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
各
機
関
に
よ

　

る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど

　

を
行
い
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課　

☎
０
２
４

５
２
９

５
３
９
６

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済

無
保
険（
無
共
済
）で
の

運
行
は
犯
罪
で
す

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動

車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り（
自
動
車
損
害
賠
償
補
償
）自
賠

責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は

法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

特
に
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
cc

以
下
の
バ
イ
ク（
原
動
機
付
自
転

車
・
軽
二
輪
自
動
車
）は
、
有
効

期
限
や
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内

容
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

http://w
w
w
.jibai.jp

問
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

輸
送
・
監
査
部
門

☎
０
２
４

５
４
６

０
３
４
３

る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
を
対

象
と
し
て
採
用
す
る
制
度
で
す
。

特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
全
寮

制
で
手
当
な
ど
を
受
け
、
高
校
の

通
信
学
校
に
入
学
し
、
３
年
終
了

時
に
高
校
卒
業
の
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な

技
術
を
学
び
、
卒
業
後
は
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
機
関
や
部
隊
で
活

躍
で
き
ま
す
。

　

部
活
動
も
盛
ん
で
、
特
に
、
野

球
部
は
、
全
国
高
校
軟
式
野
球
大

会
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㊎
か
ら
平
成
26
年
１

月
10
日
㊎
ま
で

■
試
験
日

　

平
成
26
年
１
月
18
日
㊏

■
受
験
資
格

　

男
子
・
中
学
校
卒
業
者（
15
歳

以
上
17
歳
未
満
、
平
成
26
年
３
月

中
学
校
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

■
試
験
科
目

　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

英
語（
全
科
目
択
一
式　

中
学
校
卒

業
程
度
）作
文（
５
０
０
字
程
度
）

■
試
験
会
場

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

■
入
校
予
定

　

平
成
26
年
３
月
下
旬

■納め忘れのないように、ご確認ください。
■納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

納期限　10月   31日㊍
町 県 民 税（３期）
国 民 健 康 保 険 税（４期）
後期高齢者医療保険料（３期）
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国民年金
コーナー

　

国
民
年
金
で
は
、
65
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
、
不
慮
の
事
故
の

た
め
の
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
、
国
民
の

暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

◆
障
害
基
礎
年
金

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
が
い
の

原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
の

初
診
日
が
、
国
民
年
金
に
加
入

中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
間
に
あ
る
方
が
、
一
定
の
障

が
い
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、
障

が
い
の
程
度
が
一
級
の
と
き
が

98
万
３
，１
０
０
円（
平
成
25
年

４
月
現
在
・
以
下
同
じ
）、
そ
れ

よ
り
軽
い
程
度
の
二
級
の
と
き

が
78
万
６
，５
０
０
円
で
す
。
ま

た
、
障
害
基
礎
年
金
に
は
子（
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳
到
達

年
度
の
末
日
ま
で
の
子
ま
た
は
20

歳
未
満
で
一
級
・
二
級
の
障
が

い
状
態
に
あ
る
子
・
以
下
同
じ
）

の
加
算
額
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
額

は
１
人
に
つ
き（
２
人
目
ま
で
）

22
万
６
，３
０
０
円
で
す
。（
た
だ

し
、
３
人
目
か
ら
は
１
人
に
つ
き

７
万
５
，４
０
０
円
と
な
り
ま
す
）

◆
遺
族
基
礎
年
金

　

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

に
加
入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
間
に
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
亡
く
な
っ
た
方
に
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た「
子
の
あ
る
妻
」ま

た
は「
子
」に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年

金
額
は
、
子
が
一
人
の
妻
に
支

給
さ
れ
る
と
き
が
１
０
１
万
２
，

８
０
０
円
、
一
人
の
子
だ
け
に

支
給
さ
れ
る
と
き
が
78
万
６
，

５
０
０
円
で
す
。
ま
た
、
子
が
２

人
以
上
の
と
き
に
は
、
い
ず
れ
に

つ
い
て
も
障
害
基
礎
年
金
と
同
様

の
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

国民年金には障害
基礎年金と遺族基
礎年金があります

◆
年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
初
診
日

等（
障
害
基
礎
年
金
で
は
初
診
日
、

遺
族
基
礎
年
金
で
は
死
亡
日
・
以

下
同
じ
）の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
期
間
」の
う
ち
、

３
分
の
２
以
上
の
期
間
が
、
①
保

険
料
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
②
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る

と
い
う「
保
険
料
の
納
付
要
件（
３

分
の
２
要
件
）」を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
期
間
」は
、
原
則
と
し

　

て
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

　

期
間
で
す
が
、
海
外
に
在
住
し
て

　

い
る
期
間
や
、
厚
生
年
金
な
ど
か

　

ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間

　

は
除
か
れ
ま
す
。

※
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
や
、
第
三

号
被
保
険
者
の
期
間
は
、「
保
険

料
を
納
め
た
期
間
」と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
三
分
の
二
要
件
」を
満
た

せ
な
く
と
も
、
平
成
28
年
３
月
ま

で
に
65
歳
未
満
で
初
診
日
等
が
あ

る
場
合
、
初
診
日
等
の
あ
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
一
年
間
の
全
て
の

期
間
が
保
険
料
を
納
め
た
期
間

ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
で
あ
れ
ば
良
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま

た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期

間
を
満
た
し
た
方
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
と
き
は
前
記
の
保
険

料
納
付
要
件
を
満
た
す
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ご
自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
ご
心
配

な
方
や
国
民
年
金
の
詳
細
を
知
り

た
い
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口
ま
た
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
厚
生
年
金
の
加
入
者

　

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎

年
金
は
、
厚
生
年
金
の
加
入
者

に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４

９
３
２

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

６
９
３
３



健診から始まる健康づくり
健診の結果は健康づくりに生かしましょう

健診結果を確認しましたか？
健診結果は基準値と数値などを見比べて確認しましょう。

■「要医療や要精検」の方は　→　早めに受診しましょう。
■「要指導」項目のあった方は　→　食事や運動などの生活習慣　
　　　　　　　　　　　　　　　　を見直しましょう。

※母子健康センターで開催している｢健康相談日｣をご利用ください。
■「異常なし」の方も、過去数年の検査数値と比較し、異常値に近
付いている場合は、生活習慣の見直しが必要です。

◎１年に１回の健診を受けましょう。

まだまだ医療機関でがん検診は受けられます
大腸がん・子宮頚がん・乳がん検診

　大腸がんや子宮頚がんの集団検診を受けられなかった方と乳がん
検診は、医療機関で受ける検診を実施しています。

検診種類 実施機関 実施期間

大腸がん検診 小野町・田村市・三春町内の指定医療機関

平成26年２月末
まで

子宮頚がん検診 小野町・田村市・三春町・郡山市内
の指定医療機関

乳がん検診
公立小野町地方綜合病院
三春病院、坪井病院
南東北総合病院

　各検診とも自己負担があります。
　詳しくは医療機関または健康福祉課にお問い合わせください。

問健康福祉課　☎ 72-6934

健康づくり豆知識

１日にとる野菜の目安
　野菜を十分食べていますか。
　野菜は不足になりがちです。意識
してとりましょう。

1日に食べる野菜の目安は

350 グラム

生野菜（120 ｇ程度）で　
両手のひら　３つ分

ゆで野菜（120 ｇ程度）で
片手のひら　3 つ分

月日 当番医 所在地 電話番号
（病院） 薬　局 所在地 電話番号

（薬局）

10/20㊐　 白岩医院 田村市（常葉町） 77-2036 ― ― ―

　27㊐　 春山医院 三春町 62-3239 浜田薬局 三春町 62-2202

11/３㊐㊗ 中央通りクリニックやない 田村市（船引町） 81-2662 コスモ調剤薬局中央通り店 田村市（船引町） 81-1610
４㊊㊡ 橋本医院 小野町 72-3711 コスモ調剤薬局小野新町店 小野町 71-0305

10㊐　 船引クリニック 田村市（船引町） 82-0137 コスモ調剤薬局船引店 田村市（船引町） 81-2833

17㊐　 せんざき医院 三春町 61-2777 みはる調剤薬局 三春町 61-1616

23㊏㊗ 大久保クリニック 田村市（船引町） 82-2555 ― ― ―

24㊐　 公立小野町地方綜合病院 小野町 72-3181 さとう薬局 田村市（常葉町） 77-2018

バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県
総合医療情報システム」
をご覧いただけます。

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医」をご覧ください。

毎日、19:00 ～翌 8:00　☎ 024-521-3790
詳しくは「子どもの救急について」をご覧ください。

こども救急電話相談

福島県総合医療情報システム 検索索

福島県　こども救急 検索索

休日当番医と院外薬局
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「オリジナルの恐竜」募集中！
　11月４日まで「震災復興・国立科学博物館コラボミュージアムinおのまち 恐竜がやってきた！そうだ！ア
ロサウルスにあいに行こう！」を開催しています。
　現在、自分で考えた「オリジナルの恐竜」の作品を募集しています。応募いただいた作品は、来年１月に美
術館で展示する予定です。
　皆さん、ふるってご応募ください。

●美術館●

募
集
作
品

絵画の部 立体造形の部

大きさ
画用紙／四つ切サイズまで
（既定のサイズ内であれば
画用紙でなくても可）

大きさ 幅・奥行き・高さとも30cm以内

応募数 一人１点 応募数 一人１点

画材 自由（水彩・クレヨンなど） 素材 自由（粘土・ペーパークラフト・
　　 ぬいぐるみなど）

応
募
方
法

◎作品は自分で考えたもの、または作った恐竜とします。
◎どちらの部門も、子ども（中学生以下）と大人（高校生以上）に分けて作品を募集し、審査の上で子ど
　も・大人それぞれで最優秀賞ほか５つの賞を決定します。
◎作品と名前・住所・電話番号・作品への簡単なコメントを記入した用紙（様式自由）を一緒にして、　　
　文化の館にお持ちになるか郵送してください。

応募締切 12月１日㊐

表彰式
および
作品展

平成26年１月（予定）

応 募 要 項

お月見おたのしみ会
　「お月見おたのしみ会」を９月22日に行いま
した。小学生20人が参加し、お団子作りやお
月見のお話を楽しみました。

●郷土資料館●

石碑が移設されました
　ふるさと文化の館敷地内に横山和洋女子専門学校の校碑
が移設されました。同校は大正14年に開校し平成11年に閉校
するまで「信望働愛」の校訓を掲げた女性教育が実践され服
飾界をはじめ各界で活躍
する人材を輩出しました。
この移設は震災後の平成
24年に校舎が取り壊され、
小野町の教育発展に貢献
した同校の功績を伝える
ために行われたものです。

Information
ふるさと文化の館情報

移設された石碑
お月見おたのしみ会の様子
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今月のおすすめの本

　1935年から４年間にわたり朝日新聞紙上に連載された『宮本武蔵』。
　この作品は言わずと知れた剣豪・武蔵の人生を描いた小説です。
　関ヶ原の戦い。功名心にかられ、郷士の跡取りであった武蔵（たけぞう）は
幼なじみの又八を誘い戦場に馳せ参じます。
　しかし、二人が付いた西軍は敗軍となり命からがら逃げることになり…。
　途中又八とはぐれた武蔵は、又八の安否を伝えるために村へ帰りましたが、
そこで待ってたのは残党狩り。
　心身ともに疲れ果てた武蔵は沢

たくあんそうほう

庵宗彭に出会います。そして沢庵に生きる
道を説かれ、再び剣の道を究める旅に出ます。
　剣豪武蔵の旅の始まりです。

　全８巻からなる壮大な宮本武蔵の物語は、連載当時多くの人々を熱狂させました。読書の秋に昭
和初期の作品に触れてみてはいかがですか？

『宮本武蔵』　全８巻　（吉川 英治／著　　講談社／刊）

『やまなしもぎ』　（平田 直／再話　　太田 大八／画　　福音館書店／刊）

　あるところに三人の兄弟がお母さんと暮らしていました。
体の具合が悪いお母さんは、ある時「やまなしが食べたい」と
言います。長男のたろうがやまなしを取りに行きますが帰っ
てきません。続いてじろうも出かけて行きますがやはり帰っ
てきません。そこで末の弟さぶろうが出かけていくと、一人
のばあさまに出会い…。
　民話の世界を味わい深い語り口と絵で再現した絵本です。

◎　児童書

◎　一般書

ネット で 予約 しませんか
貸出中のその本…

　貸し出し中の本をインターネット上から予約
することができます。まずは、カウンターでパ
スワードの発行が必要です。自宅から夜間や休
館日にも予約が可能です。ぜひご活用くださ
い。

　10月27日から11月９日は読書週間です。読書
の秋、図書館でお気に入りの一冊を見つけてみ
ませんか？

もうすぐ読書週間です

●図書館●
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ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

富
士
登
山

先
﨑
　

良
男

（
大
八
出
身
／
千
葉
県
支
部
）

　

故
郷
を
離
れ
て
は
や
50
年
に

な
り
ま
す
。
月
日
の
経
過
と
共

に
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

多
感
な
少
年
時
代
を
過
ご
し

た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
い
ま
だ

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
遠
足
で

行
っ
た「
夏
井
川
渓
谷
」「
東
堂

山
」菅
谷
の「
入
水
鍾
乳
洞
」「
矢

大
臣
山
」林
間
学
校
で
の「
磐

梯
山
」な
ど
で
す
。
で
も
一
番

強
烈
な
印
象
に
残
っ
て
い
る
事

は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
”金

の
卵
“と
も
て
は
や
さ
れ
て
、
中

学
校
卒
業
と
同
時
に
、
集
団
就

職
列
車
で
上
京
す
る
同
級
生
を

駅
で
涙
な
が
ら
に
見
送
っ
た
光

景
で
す
。
今
も
そ
の
時
の
友
の

顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
経
ち

ま
す
が
、
み
ん
な
も
元
気
に
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
小
生
も
定
年
に
な
り
、
あ

り
余
る
時
間
の
有
効
活
用
の
た

め
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
登
山
に
勤

し
ん
で
い
ま
す
。

　

最
初
は
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
と
、
段
々
と
要
求
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
、
山
登
り
に
な

り
、
筑
波
山
か
ら
始
め
て
、
北

ア
ル
プ
ス
の「
槍
ヶ
岳
」に
高
い

目
標
を
掲
げ
て
日
々
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
行
。
そ
の
過
程
で
富

士
山
一
合
目（
吉
田
口
）か
ら
五

合
目
ま
で
の
登
山
に
参
加
し
て

完
登
し
、多
少
の
自
信
も
つ
け
、

槍
ヶ
岳
を
２
泊
３
日
で
登
り
、

そ
の
余
勢
を
か
っ
て
、
や
っ
ぱ

り
一
番
高
い
山「
富
士
山
」に
挑

戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

単
独
で
は
不
安
で
あ
り
、
旅

行
会
社
の
ツ
ア
ー
を
利
用
、
１

泊
２
日
の
予
定
で
登
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
時
間
的
に
８
月
下

旬
は
混
雑
も
少
な
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合

目
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
富
士
山

専
属
の
ガ
イ
ド
の
先
導
で
八
合

目
ま
で
登
り
、
山
小
屋
１
泊
で

す
。
夕
食
に
カ
レ
ー
を
食
べ
て

仮
眠
、
午
後
11
時
に
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ
を
着
用
し
頂
上
に
向
け
出

発
、
山
頂
に
午
前
４
時
頃
に
到

着
、
多
く
の
人
が
ご
来
光
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。
山
頂
は
非

常
に
寒
く
、
万
全
の
準
備
が

必
要
で
す
。
ご
来
光
に
感
激

し
、
お
鉢
巡
り
を
し
て
剣
ヶ
峰

（
３
７
７
６
メ
ー
ト
ル
）で
記
念

写
真
。
今
年
の
富
士
山
は
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
よ
り

一
層
人
気
の
山
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
！

　

ツ
ア
ー
な
ら
装
備
と
体
力
が

あ
れ
ば
、
誰
で
も
登
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
小
野

事
業
所
青
年
部
の
方
か
ら
９
月
５

日
、
町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・

児
童
園
に
牛
乳
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
食
育
牛
乳

消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
、
母
が
子
に
最

初
に
与
え
る
食
物（
乳
）こ
そ
、
生

命
が
生
命
を
繋
ぐ
大
切
な
栄
養
源

で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
は

青
年
部
の
方
に
よ
る
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
牛
乳
は
、
各
園
昼

食
の
時
間
や
お
や
つ
の
時
間
に
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙
上

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
い
し
い
牛
乳
を
飲
モ
ゥ
〜

酪
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら

お
い
し
い
牛
乳
が
届
き
ま
し
た

牛乳を味わう子どもたち 紙芝居の読み聞かせの様子
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月日 行　　　事 時　間 場　　所

10/16㊌ 窓口業務延長日 19:15まで 役場

17㊍ 精神保健デイケア 10:00~14:00 多目的研修集会施設

18㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

19㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

20㊐
休日窓口業務実施日

消防団秋季検閲式

8:30~17:15
9:00~

役場

小野運動公園

21㊊

22㊋
２歳児歯科健診

あそびの広場

受付13:00~13:30
9:30~11:30

母子健康センター

子育て支援センター

23㊌
おやつ教室

窓口業務延長日

受付10:00~10:15
19:15まで

母子健康センター

役場

24㊍ 小・中学校音楽祭 9:00~ 多目的研修集会施設

25㊎

26㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

27㊐

28㊊

29㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

30㊌
１歳６カ月児健診

窓口業務延長日

受付13:00~13:30
19:15まで

母子健康センター

役場

31㊍
育児教室 受付10:00~10:15 母子健康センター

ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）

11/1㊎

交通事故ゼロ・歩行者優先の日

ふくしま教育の日

ＰＭ４ライトオン運動（～２月28日まで）

ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

2㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

3㊐㊗

4㊊㊡ ９カ月児健診 受付13:30~14:30 橋本医院

5㊋
健康相談日

あそびの広場

9:30~15:00
9:30~11:30

母子健康センター

子育て支援センター

6㊌ ３歳児健診 受付13:00~13:30 母子健康センター

7㊍

8㊎

9㊏

秋の火災予防運動（～15日まで）
小町ふれあいフェスタ

献血

小学生おはなし会

あそびの広場

9:00~16:00
10:00~16:00
11:00~11:30
9:30~11:30

小野運動公園

小野運動公園

ふるさと文化の館

子育て支援センター

10㊐ 小町ふれあいフェスタ 9:00~15:00 小野運動公園

11㊊

12㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

13㊌
ちびっこおはなし会

窓口業務延長日

11:00~11:30
8:30~19:15

ふるさと文化の館

役場

14㊍
こころの相談室

献血

10:00~12:00
10:00~15:00

母子健康センター

母子健康センター

15㊎
シルバー交通安全の日

ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml以下 0　CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l以下 8.4　mg/l
有機物（TOC） 3mg/l以下 0.8　mg/l
PH値 5.8～8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <   　1  度

濁度 2度以下 <　0.1  度

　８月に実施した水道水の水質検査の結果
は、次のとおりです。

問地域整備課　☎７２‒６９３６

上水道加入の皆さんへ

平成 26 年
小野町成人式のお知らせ

　平成 26 年の成人式を来年の１月に開催
します。
　成人式は、成人として社会に認められ、
社会人としての権利と責任を自覚するため
の大切な「二

は た ち

十歳」の式です。ぜひご出席
ください。
　申し込みは、10 月の行政区回覧で取り
まとめをしていますが、小野町公民館でも
受け付けをしていますので、お電話でご連
絡をお願いします。

■日　時　平成 26 年１月 12 日㊐
　　　　　午前 10 時 30 分から
■会　場　多目的研修集会施設　大ホール
■該当者　平成５年４月２日から
　　　　　平成６年４月１日生まれの方
※就職や学校の関係で、小野町以外に住所
がある方も出席できます。

■申し込み　小野町公民館　☎ 72‒2125

平成 25 年成人式の様子

行事カレンダー
Calendar



Ono High School News
平成２５年 10 月

No. ５

公開授業のお知らせ

小野高通信

君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後６３
ＴＥＬ　０２４７－７２－３１７１
ＦＡＸ　０２４７－７２－６２１１
http://www.ono-h.fks.ed.jp

柏葉祭のお知らせ
　小野高等学校大文化祭（柏葉祭）が10月26日に開催されます。各
クラスの趣向を凝らした展示発表や、体育館ステージでの発表、
生徒が育てたシクラメンや白菜
の販売、ＰＴＡのけんちんうどん
販売など、盛りだくさんの内容
です。
　生徒たちの日頃の活動や、当
日の生き生きとした様子をご覧
に、ぜひお越しください。

■日時　10月26日㊏
　　　　午前10時から
　　　　午後２時30分まで　　
　　　　（一般公開）
■場所　小野高等学校

昨年の公開授業の様子

就職準備講習会の様子

■日時　10月26日㊏　10時から
■場所　小野高等学校　校門前
■内容　シクラメン５号鉢・６号鉢
　　　　の販売
■価格　800円から1,500円にて販売
　　本校の生徒が授業
で丹精込めて育てま
した。当日はぜひ校
門前販売所にお立ち
寄りください。

シクラメン販売のお知らせ

　来春卒業の高校生に対する求人が７月１
日から始まり、８月20日現在で県内求人を
340件受付しました。この数はここ数年間
と比べても多く、高卒求人状況はわずかな
がらも改善傾向にあると言えそうです。し
かし、業種の偏りが大きく「就職しやすさ」
という点において簡単ではないと分析して
います。
　そのような中「就職準備講習会」を７月22
日、23日の２日間で実施しました。講師を
東京から招き、プロの視点から就職戦線に
勝ち残るためのポイントなどの講義を受け
ました。
　就職試験は９月16日よりスタートしてい
ます。全員が進路実現できるよう、学校と
しても最善のサポートをしていきます。

■日 時　11月６日㊌
　　　　　午前８時50分から午後３時20分まで
■場 所　小野高等学校各教室など
■内 容　全学年の授業を１校時から６校時まで、
　　　　　終日公開します。
■その他　普段の小野高校をご覧いただけます。ぜ
　　　　　ひご来校いただき、学校生活についてご
　　　　　感想をお聞かせください。
　　　　　生徒昇降口から校舎内に入り、自由に参
　　　　　観してください。
■お願い　校舎内では、ネックストラップを携行し
　　　　　てください。（昇降口に用意してあります）

就職準備講習会を実施
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町の人口・世帯数
（平成25年９月１日現在）

お誕生おめでとう

　氏　名　　 　     父    ・ 母 　行政区
大竹　  歩    （あゆむ）　隆 行・由 紀　仲 町
成田　光佑　（こうすけ）　秀 樹・ひとみ　夏 井
橋本　舜生　（しゅんせい）　裕 生・文 江　湯 沢

（８月届出分）

おくやみ申し上げます

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行政区
佐々木　マ　サ　　　　９９　　　　本 町
長谷川　カシ子　　　　８９　　　　浮 金

（7月届出分）
亀　田　彝　雄　　　　９６　　　　平 舘
吉　田　利江子　　　　５９　　　　飯豊中

（８月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載し
　ています。

男性 　5,127 人    （　12）

女性　 5,434 人　 （△５）

合計   10,561 人 　（　７）

世帯数 3,479 世帯（　４）

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

あ

と

が

き

　

10
月
に
は
体
育
の
日
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
39
年
に
行

わ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

記
念
し
て
作
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　

先
月
に
は
平
成
32
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
定
し
て
大

き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
先
の
話
で
す
が
、
少
し

で
も
多
く
の
メ
ダ
ル
が
開
催
地

日
本
で
獲
得
で
き
、
大
会
が
盛

り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

で
す
。 

（
ひ
）

　インフルエンザが心配な季節になりました。
　予防には日頃の手洗い・うがいの励行と栄養や休養を十分にとる
ことが大切です。また予防接種は感染や重症化防止に有効です。
　町では高齢者と１歳から中学３年生までのお子さんを対象に、予
防接種費用の一部を助成します。
　インフルエンザの流行は12月から３月ま
でがピークです。特に抵抗力の弱い高齢者
や小さなお子さんは、かかると重症化しや
すいため、早めに接種しましょう。

対象
○65歳以上
○60歳から64歳（日常生活が極度に制限されるなどの障がいを
　持つ方）

回数 １回
自己負担額 1,000円（生活保護世帯※１は無料）
実施医療機関 県内ほとんどの医療機関で接種できます

対象 １歳から中学３年生

回数
１歳から12歳…２回
　　13歳以上…１回

自己負担額
１回当たり1,000円を基本※２

（生活保護世帯※１は助成上限額を超えた額）

助成額
１回目 上限2,000円（生活保護世帯※１は3,000円）

２回目 上限1,500円（生活保護世帯※１は2,500円）

実施医療機関
小野町、田村市、三春町の医療機関で接種できます。
その他の医療機関で接種する場合は、お問い合わせください。

※１…生活保護世帯の方は、接種する際に町発行の受給券が必要になり
　　　ますのでお問い合わせください。
※２…医療機関によっては 1,000 円を超える場合があります。

問健康福祉課　☎ 72‒6934

高齢者

子ども

高齢者と子どもの
インフルエンザ予防接種費用の

一部を助成します

おわびと訂正
　広報おのまち９月号27ページの「お誕生
おめでとう」の記事中で「末永翔流」さんと
なっていました方が、正しくは「末永翔琉」
さんです。おわびして訂正します。
　また広報おのまち９月号27ページの｢小野
小町ふるさと応援寄付金｣の記事中で國分紀
光様から寄附金の納入をいただきましたが、
敬称が略されていました。併せておわびし
て訂正します。
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この印刷物は、FSCこの印刷物は、FSC®の基準の基準
に従って認証された適切に管に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

11/  9 ㊏  9:00-16:00

会場／小野運動公園
11/10㊐ 9:00-15:00

９日㊏
オープニングセレモニー
福島県警察音楽隊
紅晴美キャンペーンステージ
大正琴（小町さくら会）
ビンゴ大会
子どもフラダンス（ウラ）
マイカー点検教室
子どもヒップホップダンス
ふるさと小野町会・大杉みゆき歌謡ショー
小町夢太鼓
大正琴（あじさいの会）
お楽しみプレゼント抽選会・投げ餅

10 日㊐
ビンゴ大会
キャラクターショー
ふくしま八重隊ステージ
農作物品評会表彰式・
米の消費拡大推進ポスターコンクール表彰式
ワンパラお笑いステージ
ふれあい音楽祭（エソラビト・kaho*）
キャラクターショー
ふくしま八重隊ステージ
お楽しみプレゼント抽選会・投げ餅


